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集
積
所
に
置
か
れ
て
い
た
ご
み
に
放
火
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

野
焼
き
に
は
常
に
火
災
の
危
険
が
伴
い

ま
す
。
安
易
に
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
は
、

周
囲
に
煙
や
臭
い
の
迷
惑
を
か
け
る
だ
け

で
な
く
、
飛・

び・

火・

や
燃
え
移
り
の
危
険
が

あ
る
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
自
分
で
燃
や
さ
ず
、
適
切
に
分

別
し
て
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
林
業
や
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
場
合
や
、
宗
教
上
の
行
事

で
も
の
を
燃
や
す
場
合
な
ど
も
、
苦
情
が

あ
れ
ば
焼
却
の
中
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
ご
み
へ
の
放
火

放
火
火
災
は
、
夜
間
か
ら
明
け
方
（
午

後
８
時
〜
午
前
６
時
）
に
か
け
て
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
し
て
ご
み

　

ご
み
収
集
車
が
火
災
を
起
こ
す
と
、
車

だ
け
で
は
な
く
人
身
や
周
辺
の
住
宅
に
も

被
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
、
た
い
へ
ん

危
険
で
す
。

②
野
焼
き

事
例
①

　

河
川
敷
で
ご
み
を
焼
却
中
に
現
場
を

離
れ
、
付
近
の
雑
草
に
燃
え
広
が
っ
た
。

事
例
②

　

自
宅
付
近
の
空
地
で
ご
み
を
焼
却
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
風
に
あ
お
ら
れ
て
周

囲
に
燃
え
広
が
っ
た
。

事
例
③

　

畑
で
ご
み
を
焼
却
し
、
消
火
し
た
と

思
い
離
れ
た
と
こ
ろ
、
燃
え
残
っ
た
ご

み
の
火
の
粉
が
畑
の
近
く
の
物
置
に
燃

え
移
っ
た
。

①
ご
み
収
集
車
の
火
災

　

ご
み
収
集
車
か
ら
の
火
災
は
、「
埋
め

立
て
ご
み
」
の
回
収
日
の
「
水
曜
日
」
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
本
来
「
埋
め
立
て
ご

み
」
で
は
な
い
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ラ

イ
タ
ー
が
そ
の
原
因
で
す
。

　

可
燃
性
の
ガ
ス
が
入
っ
た
ま
ま
の
ス
プ

レ
ー
缶
を
ご
み
収
集
車
に
入
れ
る
と
、
ご

み
を
圧
縮
す
る
際
に
中
身
の
ガ
ス
が
漏
れ

ま
す
。

　

収
集
車
の
回
転
板
と
、
金
属
製
の
ご
み

の
摩
擦
で
発
生
し
た
火
花
で
引
火
し
、
火

災
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
み
が
関
係
す
る
火
災
（
ご
み
火
災
）
は
、

消
防
本
部
管
内
で
、
毎
年
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

ご
み
か
ら
の
出
火
が
原
因
で
、
周
囲
の

建
物
や
車
両
、
ま
た
山
林
に
燃
え
移
っ
た

り
、
ご
み
焼
却
の
火
が
自
分
の
衣
服
に
つ

い
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
に
は
、

引
火
や
爆
発
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▲ごみを収集しているときに起きた火災。穴を開ける処理をしていなかったスプレー缶が原因と思われます。

ご
み
火
災
の

主
な
ケ
ー
ス

①
ご
み
の
収
集
作
業
中
に
収
集
車

か
ら
出
火

②
野
焼
き
（
ご
み
の
焼
却
）
が
延
焼

③
捨
て
ら
れ
た
ご
み
に
放
火

過去５年間のごみ火災件数と割合
ごみ火災は毎年発生していて、

平成23年には　全火災の 20％　を占めています。

放火対策
▶夜間にごみを放置しないようにしましょう。
▶ごみは指定された場所、日時以外は出さない

ように心がけるなど、住民一人ひとりの意識
を高めましょう。

▶ごみ集積場所の周囲を中心
に、放火されにくい環境づ
くりに地域ぐるみで取り組
みましょう。

▲燃えるごみから発見されたスプレー缶やライター

▲火災現場付近のごみの焼却跡
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「
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る
」「
屋
外

で
焼
却
を
行
わ
な
い
」
な
ど
、
一
人
ひ
と

り
の
少
し
の
心
が
け
で
ご
み
火
災
は
防
げ

ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
実
際
に
あ
っ
た
火

災
事
例
や
ご
み
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
注
意

点
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
☎

22-

０
３
３
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２

７
番

ご
み
火
災
を
防
ぐ

　
　 
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

▲ごみ集積所で起きた放火を消火した後の様子
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カセット式ガスボンベやスプレー缶の出し方

ガスライターの出し方

　ライターのガスを使い切り、
着火しないことを確認します。

　「埋立ごみ」の日
に、「埋立ごみ指定
専用袋」に入れず
に、別の透明な小
袋に分けて各集積
所に出してくださ
い。

　 生活環境課、
清掃センター、

支所、各出張所に
設 置 し て い ま す

「ライター専用回
収箱」に入れてく
ださい。（利用でき
る時間は、平日の 8：

30 〜 17：15）

→

ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず

穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長　

                      

小
林　

重
秀

　

残
念
な
が
ら
、
ご
み
収
集
車
の
火
災
が

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
年
に
２
、
３
回
程
度

は
埋
立
て
ご
み
の
収
集
時
に
、
ス
プ
レ
ー

缶
や
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

収
集
に
従
事
す
る
職
員
は
、
車
か
ら
煙

な
ど
が
上
が
っ
て
も
初
期
消
火
な
ど
適
切

な
対
応
が
行
え
る
よ
う
訓
練
を
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
職

員
の
緊
張
感
は
、
私
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
収
集
時
に
、
外
観
で
分
別
で
き
て

い
な
い
ご
み
は
「
啓
発
シ
ー
ル
（
写
真
）」

を
貼
っ
て
収
集
で
き
な
い
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
中
身
が
残
っ
た
ま
ま

の
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
、
ラ
イ
タ
ー
が
「
埋
立
ご
み
指
定
専
用

袋
」
に
入
れ
ら
れ
、
収
集
日
に
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
を
正
し
く
分
け
て
、
出
す
こ
と
が

適
正
処
理
は
も
と
よ
り
、
火
災
防
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◀
啓
発
シ
ー
ル
で
、
分
別
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

地
域
の
安
全
の
た
め
に

ふ
だ
ん
か
ら
意
識
を

　

開
出
今
町
婦
人
消
防
隊

　
　
　
　
　
　

  

松
村　

照
子
さ
ん

　

開
出
今
町
に
は
、
約
１
９
０
世
帯
約
７

０
０
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
開
出
今
町
婦

人
消
防
隊
は
、
今
年
で
結
成
20
年
を
迎
え
、

現
在
は
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
隊
員

は
、
法
被
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で
、
夜
回
り

を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
犬
上
川
の
河
川
敷
を
ま
わ
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
火
や
ご
み
の
後
始
末
の

警
戒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
犬
上
川
に
架
か
る
橋
の
下
で
ご

み
を
燃
や
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
こ

の
と
き
に
、
枯
れ
草
に
燃
え
移
り
、
た
い

へ
ん
危
険
で
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
を
燃
や
す
人
は
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
河
川
敷
で

ご
み
を
燃
や
す
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
暖
か
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
、
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
人
が
増
え
て
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け

る
と
、
積
極
的
に
声
を
か
け
て
、
火
と
ご

み
の
後
始
末
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
内
で
の
ご
み
出
し
時
に
も
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
が
集
積
所
に

残
っ
て
い
る
と
、
放
火
を
さ
れ
る
要
因
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
内
会
で
当
番
を

決
め
て
、
収
集
日
の
ご
み
と
異
な
る
ご
み

を
持
っ
て
き
た
人
に
は
、
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
よ
う
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
自
分
で
火
や
ご
み
の
管
理
を
し

て
も
ら
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
安
全
の
た
め
、「
集
積
所
か
ら
も
火
災
を

発
生
さ
せ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
ふ
だ
ん

か
ら
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　カセット式ガスボンベやスプレー缶（※）の出し
方、ガスライターの出し方を紹介します。
　カセット式ガスボンベやスプレー缶は、残りのガ
スを使いきり、穴を開けて「缶・金属類」の日に出
してください。
　ガスライターは、ガスを使いきり、着火しないこ

とを確認してから ｢埋立ごみ｣ の日に出すなどして
ください。
※スプレー缶　燃料や殺虫剤などの缶、鎮痛剤や

消毒剤などのエアゾール缶など
ごみに関する問い合わせ先　 清掃センター☎22-

2734、FAX24-7787

ガスを使い
切る

　「缶・金属類」の日に各集積
所に出してください。

　内容物はできるだけ使い切って
ください。風通しの良い屋外で、穴
を開けます。（内容物が残っていると、
勢いよくガスが出る場合があります）

→

穴を開けて
集積所へ
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送
付
す
る
現
況
届
の
申
請
用
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

保
険
年
金
課
、
支

所
、
各
出
張
所　

※
郵
送
で
提

出
す
る
場
合
は
、
同
封
の
返
送

用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

ご
覧
く
だ
さ
い

彦
根
長
浜
都
市
計
画

市
場
の
変
更
案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
都
市
計
画
課

　

市
場
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の

変
化
や
場
内
の
有
効
な
土
地
利
用

の
た
め
、
彦
根
市
の
都
市
計
画
で

定
め
て
い
る
市
場
の
区
域
を
縮
小

変
更
し
ま
す
。

　

こ
の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。
変
更
案
に
意
見
が
あ

る
場
合
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
２
２
０
番

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す

　
　

　　　　　□市
保
険
年
金
課　
　
　

　

彦
根
市
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　

６
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
、
対
象

と
な
る
人
に
は
、
現
況
届
の
申
請

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
28

日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
公
務
員
の
人
は
勤
務
先

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
て
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
手
当
の

振
り
込
み
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

単
身
赴
任
な
ど
の
理
由
で
子
ど

も
と
別
居
し
て
い
る
人
や
、
平
成

25
年
１
月
２
日
以
降
に
彦
根
市
に

転
入
し
た
人
は
、
必
要
な
書
類
が

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

期
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
28
日
㈮　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
７
月
下
旬

ま
た
は
８
月
上
旬
に
開
催
予
定

の
「
彦
根
市
福
祉
有
償
運
送
運

営
協
議
会
」
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

「
び
わ
湖
の
日
」
一
斉
清
掃

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
生
活
環
境
課　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
関
係
団
体
な
ど
の
協
力
に
よ

り
、
彦
根
市
と
滋
賀
県
が
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
私
た
ち
の

ま
ち
彦
根
の
環
境
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
に
、
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
23
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
同
11
時
（
清
掃
活
動
は
午

前
10
時
～
同
11
時
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～

清
掃
場
所

　

右
の
写
真
の
よ
う
な
事
例
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

福
祉
有
償
運
送
の
登
録
に

か
か
る
申
請
の
ご
案
内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
障
害
福
祉
課　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
を
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
で
き
ま
す
。　

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス（
福
祉
有
償
運
送
）

を
提
供
す
る
場
合
に
は
、「
道
路
運

送
法
」
に
基
づ
き
、
運
輸
支
局
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、「
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
」
の
合
意
が
必

要
で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、

市
場
名　

彦
根
総
合
地
方
卸
売
市

場
（
安
食
中
町
）

縦
覧
期
間　

６
月
３
日
㈪
〜
同
21

日
㈮

縦
覧
場
所　

湖
東
土
木
事
務
所

管
理
調
整
課
、

都
市
計
画
課
、

支
所
、
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

ご
覧
く
だ
さ
い

彦
根
長
浜
都
市
計
画

地
区
計
画
の
原
案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
都
市
計
画
課

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計

画
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
昨
年

12
月
に
原
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
原
案
の
一
部
を
修
正
し
ま

し
た
の
で
、
再
度
、
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。
修
正
案
に
意
見
が

あ
る
場
合
は
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
区
計
画
名　

本
町
二
丁
目
地
区  

　

地
区
計
画

縦
覧
期
間　

６
月
３
日
㈪
〜
同
21

日
㈮

縦
覧
場
所　

湖
東
土
木
事
務
所

管
理
調
整
課
、

都
市
計
画
課
、

支
所
、
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
、

耐
震
診
断
の
結
果
、
地
震
で
倒

壊
す
る
危
険
が
大
き
い
と
診
断

さ
れ
た
住
宅

　

ま
た
、
建
物
全
体
を
耐
震
改

修
す
る
以
外
に
、
次
の
場
合
も

対
象
に
な
り
ま
す
（
戸
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
）。

▼
１
階
部
分
の
み
耐
震
補
強
工

事
を
す
る
場
合

▼
１
階
に
、
建
物
が
倒
壊
し
て

も
一
時
的
に
安
全
が
確
保
で

き
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐

震
ベ
ッ
ド
な
ど
を
設
け
る
場

合

　

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
築

　

指
導
課
☎
30-

６
１
２
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の

調
査
費
用
を
補
助
し
て
い

ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
建
築
指
導
課

　

建
築
物
の
柱
や
天
井
に
下
の
写

真
の
よ
う
な
吹
き
付
け
材
が
使
わ

れ
て
い
る
場
合
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
調
査

す
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
　
　

　　　　　□市
保
険
料
課　
　
　

　

６
月
14
日
㈮
に
、
平
成
25
年
度

の
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険

料
の
決
定
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

を
発
送
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
主
に
、

介
護
保
険
料
は
各
被
保
険
者
に
送

付
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
保
険
料
も
、

４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の

保
険
料
を
、
６
月
か
ら
平
成
26
年

３
月
の
間
に
合
計
10
回
に
分
割
し

て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。（
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
人

は
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
き
に
天
引

き
さ
れ
ま
す
）

　

保
険
料
は
事
業
を
支
え
る
貴
重

な
財
源
で
す
。
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
口
座
振
替
に
よ
る
支
払

い
や
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
支

払
い
を
し
て
い
る
人
に
は
、
納
付
書
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
通
知
書
で
金
額

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

保
険
料
率
な
ど
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、「
い
き
い
き
健

康
ひ
ろ
ば
」
６
月
15
日
号
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
通

知
書
は
７
月
に
発
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課
☎

30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

「
あ
な
た
こ
そ　

無
事
故
を

担
う　

司
令
塔
」

６
月
２
日
㈰
～
同
８
日
㈯

「
危
険
物
安
全
週
間
」

　　　　　　　　　　　　　□市
消
防
本
部
予
防
課　

　

危
険
物
安
全
週
間
は
、
事
業
所

で
の
危
険
物
の
自
主
保
安
体
制
づ

く
り
を
呼
び
か
け
る
こ
と
や
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
危
険
物
に
関

す
る
知
識
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
６
月
の

第
２
週
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
は
、
取
り
扱
い
や
保
管

の
方
法
を
誤
る
と
、
思
わ
ぬ
災
害

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

取
り
扱
う
量
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
、
安
全
な
取
り
扱
い
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課
☎
22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

９
４
２
７
番

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
て
い
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
建
築
指
導
課

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

　

建
物
が
地
震
に
対
し
て
安
全
か
、

ま
た
、
ど
の
部
分
が
弱
い
の
か
を

耐
震
診
断
員
が
無
料
で
診
断
し
ま

す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

募
集
棟
数　

40
棟
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

６
月
３
日
㈪

申
込
方
法　

建
築
指
導
課
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
建
築
年
月
日
が
分
か
る
書

類
（
確
認
申
請
書
副
本
、
固
定
資
産

税
課
税
明
細
書
の
写
し
な
ど
）を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

既
存
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　

建
物
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

▲出所　国土交通省資料「目で見る
アスベスト建材レベル１」

　

①
大
藪
浜　

　

②
八
坂
北
湖
岸　

　

③
八
坂
湖
岸

　

④
須
越
浜

　

⑤
三
津
屋
浜

　

⑥
犬
上
川
河
口

集
合
場
所　

滋
賀
県
立
大
学
（
八

坂
町
）
体
育
館
前
広
場

注
意
事
項　

　

▼
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服
装

で
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
タ
オ
ル
な
ど
は
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場
は
、
滋
賀
県
立
大
学

南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

▼
清
掃
場
所
ま
で
は
、
送
迎
バ

　
　

ス
を
配
車
し
ま
す
。

▼
雨
天
の
場
合
、
当
日
午
前
７

時
に
実
施
の
有
無
を
決
定
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

▲昨年の清掃活動の様子
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登
録
し
ま
し
ょ
う

銃
砲
刀
剣
類

　
　　　　　　　　　□県
文
化
財
保
護
課

　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
の

火
縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類

は
、「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

法
」
に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
が

さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、

他
人
へ
の
譲
渡
は
も
ち
ろ
ん
、
所

持
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
審
査
の
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

日
時
と
場
所　

▼
６
月
13
日
㈭　

大
津
合
同
庁
舎

（
大
津
市
松
本
一
丁
目
）７
Ｂ
会
議
室

▼
10
月
17
日
㈭　

県
立
文
化
産
業

交
流
会
館
（
米
原
市
下
多
良
二
丁

目
）
第
２
会
議
室　

▼
平
成
26
年
２
月
13
日
㈭　

大
津

合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
の
持
ち
物　

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料（
１
件
に
つ
き
６
、３

０
０
円
）ま
た
は
再
交
付
手
数
料

（
１
件
に
つ
き
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋
賀
労
働
局

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
平

成
24
年
度
の
確
定
保
険
料
と
平
成

25
年
度
の
概
算
保
険
料
・
一
般
拠

出
金
（
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
）
を
、

申
告
・
納
付
し
て
い
た
だ
く
重
要

な
手
続
き
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
労
働
基

準
監
督
署
、公
共
職
業
安
定
所
、社

会
保
険
・
労
働
保
険
徴
収
事
務
セ

ン
タ
ー
（
年
金
事
務
所
内
）、滋
賀
労

働
局
労
働
保
険
徴
収
室
で
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
共
職
業
安
定
所
、社
会
保
険
・

労
働
保
険
徴
収
事
務
セ
ン
タ
ー

で
は
、
労
働
保
険
料
な
ど
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
。
口
座
振
替

の
事
業
所
は
、
金
融
機
関
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
滋
賀
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室
☎
０
７
７

-

５
２
２-

６
５
２
０
番
、
彦

根
労
働
基
準
監
督
署
☎
22-

０
６
５
４
番
、
滋
賀
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://shiga-

roudoukyoku.jsite.m
hlw

.
go.jp/

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
同
様
の

相
談
が
滋
賀
県
内
で
２
０
０
件

以
上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
も
っ
と

多
く
の
人
が
被
害
を
受
け
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

①
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
け

れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る

②
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

商
品
が
届
い
た
場
合
、
受

け
取
り
を
拒
否
す
る

こ
と
で
す
。

　

承
諾
し
て
い
な
い
の
に
商
品

を
送
り
つ
け
ら
れ
た
と
き
は
、

代
金
を
支
払
う
義
務
は
な
く
、

受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宅
配
業
者
に
「
受
け
取
ら
な

い
」
と
伝
え
、
業
者
名
と
連
絡

先
を
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

受
け
取
り
拒
否
を
し
た
こ
と

で
、
再
度
自
宅
に
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
な

ど
は
、
彦
根
市
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
で
勧
誘
さ
れ
た

後
、万
一
、受
け
取
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
契
約
解
除
）
が
で
き
ま
す
。

　

家
族
が
注
文
し
た
と
勘
違
い

し
て
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
相
談
も
あ
り
ま
す
。
注
文
し

た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
「
家
族
に
確
認
し
て
か
ら
に

し
ま
す
」
と
答
え
、
そ
の
場
で

商
品
を
受
け
取
る
こ
と
は
止
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

被
害
者
の
多
く
は
、
健
康
食

品
を
頼
む
よ
う
に
な
る
高
齢
者

で
す
。
業
者
は
、
住
所
や
氏
名

を
把
握
し
て
電
話
を
か
け
て
き

ま
す
。
き
っ
ぱ
り
断
れ
な
い
人

が
多
い
の
で
、
家
族
や
周
囲
の

人
は
注
意
し
て
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続

き
な
ど
詳
し
く
は
、
当
相
談
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
突
然
、東
京
都
内
の
電
話
番
号
か
ら「
２
か
月
前
に
注
文
し
て
も
ら
っ
た
健
康
食
品
が
で
き
た
。
３

日
後
に
代
引
き
配
達
で
送
る
の
で
、
３
万
１
、
５
０
０
円
用
意
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
い
う
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。「
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
」と
言
う
と「
注
文
を
受
け
た
と
き
の
録
音
も
あ
る
。
買

わ
な
い
の
な
ら
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
」
と
怖
い
口
調
で
言
わ
れ
た
の
で
仕
方
な
く
「
今
回
だ
け
」

と
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
、
今
か
ら
で
も
解
約
で
き
る
か
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

　
　
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番   

　
　
　
　
　
　

    

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番



11 2013・6・1 102013・6・1

彦
根
市
か
ら
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
、
全
国
大
会

で
決
勝
３
位
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ

で
行
わ
れ
る
世
界
大
会
に
出
場
す

る
チ
ー
ム
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
測
定
や
超
伝
導

な
ど
の
実
験
を
行
う
「
子
ど
も
科

学
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
・
社
会
人
向
け
に
は
、
自

律
型
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
指
導
に

か
か
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど

を
目
的
と
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、
科
学

に
関
し
て
地
域
に
根
付
い
た
教
育

環
境
の
提
供
と
指
導
者
育
成
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

圏
域
で
取
り
組
む
地
域
人
材
の
育
成

　

人
材
育
成
部
会
で
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
が
、
確
か
な
学
力
や

豊
か
な
心
を
身
に
付
け
、
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
の

育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
密
着
型
の

知
的
産
業
の
創
出
に
向
け
た
科
学

教
育
の
充
実
を
始
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
対
応
し
た
国
際
交
流
を

深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
国
際
教
育
の
充
実
な

ど
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

性
を
育
む
体
験
活
動
な
ど
を
実
施

し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え

る
指
導
者
の
育
成
な
ど
も
図
り
ま

す
。

　

左
に
掲
げ
た
３
つ
の
柱
ご
と
に
、

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

科
学
教
育
の
充
実

▼
彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

▼
彦
根
市
子
ど
も
天
文
・
科
学

教
室

国
際
教
育
の
充
実

　

▼
姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業

　

▼
国
際
理
解
教
育
の
推
進

体
験
活
動
等
の
実
施

▼

荒
神
山
自
然
の
家

　

荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

科
学
教
育
の
充
実

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

自
律
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ

ン
を
用
い
た
「
自
律
型
サ
ッ
カ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
科
学
へ
の

好
奇
心
や
探
究
心
を
引
き
出
し
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
す

る
機
会
や
、
国
際
科
学
技
術
コ
ン

テ
ス
ト
を
通
し
て
科
学
で
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供

す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
の
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
）」
に
は
、

４
年
連
続
で
出
場
す
る
チ
ー
ム
を

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

彦
根
市
子
ど
も
天
文
・
科
学
教
室

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
は
、
屈

折
式
２
０
０
㎜
口
径
の
望
遠
鏡
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

年
も
こ
の
望
遠
鏡
を
使
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
天
文
講
座
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
立
地

を
利
用
し
て
、
科
学
教
室
や
自
然

教
室
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー 

☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番

国
際
教
育
の
充
実

姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
か
ら

各
市
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
児

童
・
生
徒
の
海
外
派
遣
や
姉
妹
都

市
交
流
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

国
際
理
解
教
育
の
推
進

　

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る

人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を

認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と

し
て
と
も
に
生
き
て
い
く
「
多
文

化
共
生
社
会
」を
つ
く
る
た
め
、国

際
理
解
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
な
ど
に
講
師
を
派

遣
し
、
他
国
の
文
化
や
遊
び
の
紹

介
、
疑
似
体
験
な
ど
で
参
加
型
の

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
導
者
の
養
成
や
教
材

開
発
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
７
７
番

体
験
活
動
等
の
実
施

　

荒
神
山
自
然
の
家
で
は
、
日

帰
り
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
「
荒
神
っ

子
ク
ラ
ブ
」
を
行
い
ま
す
。

　

圏
域
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

荒
神
山
自
然
の
家
で
季
節
に
応
じ

た
自
然
体
験
活
動
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

荒
神
山
自
然

の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉左
表
の
と
お
り　
〈
対
象
〉

滋
賀
県
在
住
で
、
講
習
に
係
る
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
登
録
を
し
て
い
る
55
歳
以
上

の
人　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
〒
５
２
０

-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂
１-

１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
７-

９
４
９

０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。「
求
職
登
録
番

号
」
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
後
、
受
講
者
選
考
面
接
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

脳
の
健
康
教
室　

説
明
会

「
脳
に
い
い
こ
と
始
め
ま

し
ょ
う
!!
」

〈
内
容
〉
簡
単
な
読
み
・
書
き
・
計

算
で
、脳
を
い
き
い
き
さ
せ
る「
脳

の
健
康
教
室
」
を
始
め
ま
す
。
ま

ず
は
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

〈
日
時
〉６
月
20
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
同
11
時
15
分　
〈
場
所
〉福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
別
館（
平
田
町
）

１
階
集
会
室　
〈
対
象
〉市
内
在
住

の
65
歳
以
上　
〈
定
員
〉
40
人
（
先

着
順
）　
〈
申
込
期
限
〉
６
月
17
日

㈪　
〈
そ
の
他
〉
説
明
会
当
日
に
、

「
脳
の
健
康
教
室
」
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。「
脳
の
健
康
教
室
」
は
、

７
〜
12
月
（
毎
週
木
曜
日
）、９
月
〜

平
成
26
年
３
月
（
毎
週
火
曜
日
）
の

２
教
室
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。　
　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

健
康

推
進
課
☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番　

人
権
問
題
通
信
講
座

〈
内
容
〉
毎
月
１
冊
の
ペ
ー
ス
で

テ
キ
ス
ト
を
送
り
ま
す
。
テ
キ
ス

ト
を
読
ん
だ
後
、
同
封
の
用
紙
に

感
想
、
質
問
、
意
見
な
ど
を
書
い

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
、
運
営
委
員
か
ら
返
事
を
送
付

し
ま
す
。
こ
の
や
り
と
り
を
通
し

て
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
人
権
感
覚
を
磨
い
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
〈
受
講
期
間
〉
７

月
〜
平
成
26
年
１
月　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
　

〈
定
員
〉70
人
程
度（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
申
込
期
限
〉
６
月
21

日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
人
権
教
育
課（
〒
５

２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎

24-

７
９
７
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

１
９
０
番　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
、
は
が

き
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
代
（
20

歳
代
、
30
歳
代
な
ど
）
④
電
話
番
号

を
書
い
て
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

講
演
＆
ト
ー
ク

「
彦
根
屏
風
」
の
幽
霊

〈
内
容
〉「
彦
根
屏
風
」
に
潜
む
と

い
わ
れ
る
幽
霊
に
つ
い
て
、
吉
田

富
子
さ
ん
（
美
学
・
芸
術
学
）
に
よ

る
講
演
と
、
小
泉
八
雲
の
曽
孫
の

小
泉
凡ぼ

ん

さ
ん
（
島
根
県
立
大
学
短
期

大
学
部
教
授
・
民
俗
学
）、
吉
田
敦
彦

さ
ん
（
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・
神
話

学
）、真
鍋
晶あ

き

子こ

さ
ん
（
滋
賀
大
学
教

授
・
英
米
文
学
）
に
よ
る
お
話
が
あ

り
ま
す
。　
〈
日
時
〉６
月
22
日
㈯　
　

午
後
２
時
〜
同
４
時　
〈
場
所
〉滋

賀
大
学
経
済
学
部
（
馬
場
一
丁
目
）

講
堂　
〈
定
員
〉
１
０
０
人
（
先
着

順
）　
〈
申
込
期
限
〉
６
月
21
日
㈮　

〈
費
用
〉５
０
０
円（
資
料
代
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
大
学

経
済
経
営
研
究
所
☎
27-

１
０
４

７
番
、ま
た
は
空く

う

の
旅た

び

人び
と

舎し
ゃ

☎
24-

８
７
８
１
番

◀
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

２
０
１
３
東
京
（
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
）」
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
３
位
に
な
り
、
世

界
大
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
「
ネ
バ
ー

ギ
ブ
ア
ッ
プ
Ⅱ
」（
右
側
の
２
人
）
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彦
根
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

〈
内
容
〉「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
学
習
し
、
話
し
合
い
を

す
る
「
つ
ど
い
」
の
場
で
す
。
手

作
り
に
よ
る
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。　
　

〈
会
議
場
所
〉
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　
〈
対

象
〉
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
申
込
条
件
〉
性
別
、
年
齢
、
経
験

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
１
日
㈯
〜
同
15
日
㈯

〈
託
児
〉１
人
１
回
２
０
０
円　

※

０
歳
〜
就
学
前
（
要
予
約
）　 

〈
そ

の
他
〉「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
開
催
日
時
は
、
実
行
委
員

会
で
決
定
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

Ｅ
メ
ー
ル　

w
ith.hikone@

oboe.ocn.ne.jp　

※
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

俳
句
入
門
講
座

〈
日
時
〉
７
月
３
日
〜
11
月
20
日

の
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
（
全
10

回
）　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時

30
分　
〈
場
所
〉
俳
遊
館
（
本
町
一

丁
目
）　
〈
対
象
〉
20
歳
以
上
で
俳

句
の
初
心
者　
〈
定
員
〉
15
人
（
先

着
順
）　
〈
講
師
〉
寺
村
滋し

げ
るさ
ん
（
前

俳
遊
館
長
）　
〈
申
込
期
間
〉６
月
１

日
㈯
〜
同
20
日
㈭　
〈
費
用
〉無
料　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
俳
遊
館

☎
22-

６
８
４
９
番　

※
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
受
付
時
間

は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
火
曜

日
を
除
く
）。

料
理
教
室

〜
わ
が
家
de
イ
タ
リ
ア
ン
〜

〈
内
容
〉
初
め
て

料
理
を
す
る
人
か

ら
さ
ら
に
腕
に
磨

き
を
か
け
た
い
人

ま
で
、
冷
蔵
庫
の

中
の
も
の
で
手
軽
に
で
き
る
イ
タ

リ
ア
料
理
作
り
を
シ
ェ
フ
か
ら
学

び
ま
す
。　
〈
日
時
〉
６
月
27
日

㈭　

午
後
６
時
30
分
〜
同
８
時
30

分　
〈
場
所
〉
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
調
理

実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
女
性　
〈
費
用
〉

２
千
円
（
受
講
料
、
材
料
費
を
含
む
）　

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
１
日
㈯
〜
同
24
日
㈪　

〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚　
〈
託
児
〉
１
人
１

回
２
０
０
円　

※
０
歳
〜
就
学
前

（
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５

２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ホ
タ
ル
の
観
察
会

〈
内
容
〉講
師
か
ら
ホ
タ
ル
の
生
態

な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
屋
外

で
ホ
タ
ル
を
観
察
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
６
月
８
日
㈯　

午
後
７
時
〜

同
９
時　

※
晒さ

ら
し

庵あ
ん

（
中
藪
町
）
に

午
後
６
時
50
分
ま
で
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。　
〈
場
所
〉
晒
庵
・
芹

川
周
辺　
〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　

〈
申
込
期
間
〉６
月
３
日
㈪
〜
同
７

日
㈮　
〈
費
用
〉
１
０
０
円　
〈
そ

の
他
〉動
き
や
す
い 

服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
り
、
屋

外
観
察
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉「
快
適
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
る
会
」
事
務
局
（
生
活
環
境
課

内
）
☎
30-
６
１
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番　

子
育
て
講
座

「
お
口
の
中
は
大
丈
夫
!!
」

〈
内
容
〉子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ

た
虫
歯
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
や
歯
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
口
内
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
歯

科
衛
生
士
か
ら
学
び

ま
す
。　
〈
日
時
〉

６
月
11
日
㈫　

午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉
生
後
５
か
月
〜
２
歳
の
子
ど

も
と
保
護
者　
〈
定
員
〉
25
組
（
先

着
順
）　
〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
３
日
㈪
〜
同
10
日
㈪

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
な
ど　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

梅
干
し
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉
地
域
で
採
れ
た
食
材
の

加
工
を
体
験
し
、
地
産
地
消
や
伝

統
食
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

梅
干
し
づ
く
り
体
験
を
２
回
コ
ー

ス
で
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉①
塩

漬
け　

６
月
30
日
㈰
、
②
赤
じ
そ

漬
け　

７
月
６
日
㈯　

①
・
②
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ

ね
（
清
崎
町
）　
〈
定
員
〉
20
組
（
先

着
順
）　

※
親
子
も
参
加
で
き
ま

す
。　
〈
申
込
期
間
〉６
月
３
日
㈪

〜
同
17
日
㈪　
〈
参
加
費
〉１
組
２

千
円　
〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７

２
番　

※
電
話
か
、
①
申
込
者
氏

名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
参
加
人

数
（
あ
れ
ば
大
人
と
子
ど
も
の
内
訳
）

を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

多
国
籍
料
理
教
室

（
タ
イ
料
理
）

〈
内
容
〉本
場
の
タ
イ
料
理
を
作
り

な
が
ら
、
タ
イ
の
食
生
活
や
文
化

に
親
し
む
教
室
で
す
。　
〈
日
時
〉

６
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

１
時　
〈
場
所
〉
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）

調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
費
用
〉

千
円
（
材
料
費
を
含
む
）　
〈
定
員
〉

15
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
６

月
３
日
㈪
〜
同
27
日
㈭　
〈
持
ち

物
〉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１

１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７

番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

市営住宅　入居者を募集します　 

内容　①中藪団地　1 戸の入居者（世帯）

　　　　（※ひとり親世帯向け）　　　
　　　②肥田団地　1 戸の入居者（単身可）

　　　③大東団地　1 戸の入居者（世帯）
　　　④中藪団地　1 戸の入居者（世帯）

申込書交付開始日　６月10日㈪
申込期間　６月17日㈪〜同26日㈬
入居決定の時期　７月下旬頃
入居できる時期　８月上旬以降
その他　申し込みには条件があります。詳しくは

お問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 住宅管理室☎ 30-6123、

ＦＡＸ 22-1398　※ 住宅管理室（市役所１階）

にある申込書に必要事項を書いて、本人または
同居（同居予定を含む）の家族が提出してくださ
い。

夏
休
み
期
間
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
対
象
〉
働
い
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
、
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い
、

原
則
小
学
１
～
３
年
生　
〈
開
設

期
間
・
時
間
〉
７
月
22
日
㈪
～
８

月
27
日
㈫
（
日
曜
日
、８
月
12
日
㈪
〜

同
16
日
㈮
は
休
室
）　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分　
〈
場
所
〉各

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

※
河
瀬
小

学
校
は
人
権
・
福
祉
交
流
会
館
で

開
催　
〈
費
用
〉月
～
金
曜
日
の
利

用
は
１
万
円
、
月
～
土
曜
日
の
利

用
は
１
万
２
千
円　

※
い
ず
れ
も

小
学
生
１
人
当
た
り
の
費
用
（
学

級
費
は
含
み
ま
せ
ん
）　
〈
そ
の
他
〉

定
員
を
す
で
に
上
回
っ
て
い
る
ク

ラ
ブ
は
募
集
し
ま
せ
ん
。
募
集
の

有
無
は
、

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
か
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
用
紙
配
布
開
始
日
〉
６
月
５
日

㈬　
〈
申
込
期
間
〉６
月
10
日
㈪
～

同
21
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
☎
24
‐
７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23
‐
９
１
９
０
番　

※
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
「
入
会
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、「
就

労
証
明
書
」
な
ど
の
必
要
書
類
を

添
付
の
う
え
、
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

(

前
期)

〈
日
時
〉
７
月
10
日
㈬
・
同
11
日

㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〈
場
所
〉

消
防
本
部(

西
今
町)

〈
定
員
〉
72
人(

先
着
順
、

消
防

本
部
管
内
者
を
優
先)　
〈
費
用
〉

４
、
７
０
０
円(

テ
キ
ス
ト
代
を
含

む)　
〈
申
込
期
間
〉
６
月
17
日
㈪

～
同
21
日
㈮　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
消
防
本
部
予
防

課
☎
22-

０
３
３
２
番
、
消
防

署
南
分
署
☎
43-

５
６
７
０
番
、

消
防
署
北
分
署
☎
23-

０
１
１

９
番
、
消
防
署
犬
上
分
署
☎
38-

３
１
３
０
番

平
成
25
年
度 

天
文
ク
ラ
ブ
員

〈
内
容
〉年
間
10
回
以
上
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
好
天
時
に
は

星
空
教
室
に
参
加
し
ま
す
。
悪
天

候
時
に
室
内
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

〈
初
回
日
時
〉６
月
14
日
㈮　

午
後

７
時
30
分
〜
同
９
時
30
分　

※
日

程
は

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
「
星
空
教
室
」
と
同
じ
で
す
。

次
回
以
降
の
日
程
は
広
報
ひ
こ
ね

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
　

〈
対
象
〉
小
学
４
〜
６
年
生　
〈
費

用
〉
年
会
費
１
人
３
千
円　

※
初

回
に
徴
収
し
ま
す
。　
〈
定
員
〉30

人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
開
始
日
〉
６

月
10
日
㈪
〜（
随
時
）　
〈
そ
の
他
〉

中
学
生
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
員
も

募
集
し
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す

が
、
講
座
の
お
手
伝
い
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

星
空
教
室

（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
天
文
ガ
イ
ド
）

〈
内
容
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
天

体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
星
座
や
天

体
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
一
度
見

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。　
〈
初
回

日
時
〉
６
月
14
日
㈮　

午
後
７
時

30
分
〜
同
９
時
30
分　

※
悪
天
候

な
ど
の
場
合
は
、
中
止
に
な
り
ま

す
の
で
、
午
後
６
時
ま
で
に
開
催

の
有
無
を
確
認
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。　
〈
場
所
〉
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
天
文
に

興
味
の
あ
る
人　
〈
費
用
〉小
学
生

以
上
１
人
３
０
０
円　
〈
問
い
合

わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎

28-

３
６
４
５
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３

６
４
６
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま

で
に
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
遺
児　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

〈
内
容
〉先
の
大
戦
で
父
な
ど
が
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。　

〈
対
象
〉
戦
没
者
の
遺
児　
〈
実
施

地
域
〉
旧
満
州
、
西
部
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ア
ッ
ツ
島
、
旧

ソ
連
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・

パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど　

※
地
域
、
日

程
、
定
員
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉㈶
日
本
遺
族
会
☎
03-

３
２
６
１-

５
５
２
１
番
、
㈶
滋

賀
県
遺
族
会
☎
０
７
７-

５
２
２-

７
２
２
７
番
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▼
高
校
生
の
部　

創
作
・
随
想
・

　

紀
行
文

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30
枚

以
内（
作
文
に
限
り
小
学
生
は
３
〜

５
枚
、
中
学
生
は
５
枚
程
度
で
も
応

募
で
き
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
に
よ
る

応
募
も
で
き
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の

場
合
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字

×
25
行
で
印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算

枚
数
を
表
記
す
る
）
で
縦
書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の
。
た
だ
し
、

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
自・

校・

内・

の
「
文
芸
部
誌
」「
生
徒

会
誌
」「
学
校
新
聞
」「
図
書
館

報
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
作
品

は
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）
④

フ
リ
ガ
ナ
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦
年

齢
⑧
電
話
番
号
⑨
学
校
名
⑩
学

年
を
書
い
た
別
紙
（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）
を
つ
け
る
こ
と

　

し
た
部
門
で
の
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟

橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
50

万
円
、佳
作
（
１
人
）
に
は
賞
状

と
舟
橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副

賞
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与

し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
６
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

応
募
資
格　

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
小
・
中
学
生

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
、
石
川
、
富
山
、
愛

知
、
静
岡
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
高
校
生

募
集
作
品　

　

▼
小
学
生
の
部　

作
文

▼
中
学
生
の
部　

紀
行
文
・
作
文

応
募
資
格　

昭
和
57
年
９
月
６
日

か
ら
平
成
７
年
９
月
７
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

募
集
作
品　

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・

評
論

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚

以
内（
随
筆
は
10
枚
以
内
で
も
応
募

で
き
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×
25
行
で

印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を
表

記
す
る
）
で
縦
書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）
④

フ
リ
ガ
ナ
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦
年

齢
⑧
生
年
月
日
⑨
電
話
番
号
を

書
い
た
別
紙
（
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
）
を
つ
け
る
（
学
生
は
、
学
校

名
と
学
年
を
書
く
こ
と
）

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）

第
25
回  

青
年
文
学
賞

第
28
回  

文
学
奨
励
賞

　

故
舟
橋
聖
一
さ
ん
（
上
の
写
真
）
は
、
名
作
「
花
の
生
涯
」
で
彦
根

の
名
を
広
く
世
に
伝
え
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
39
年
に
名
誉
市
民
の
称

号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
舟
橋
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
後
、
ご
遺
族
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
基
金
を
設
置
し
、
全
国
か
ら
募
集
し
た
優
れ
た
文
学

作
品
に
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た

各
部
（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
）
で

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟
橋

聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
と
し

て
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
生
の
部
＝

第
１
席
２
万
円
、第
２
席
１
万
円
、第

３
席
５
千
円　

中
学
生
の
部
＝
第
１

席
３
万
円
、
第
２
席
２
万
円
、
第
３

席
１
万
円　

高
校
生
の
部
＝
第
１
席

５
万
円
、
第
２
席
３
万
円
、
第
３
席

２
万
円
相
当
）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与

し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
６
日
㈮（
当
日
消

印
有
効
）

第
25
回
青
年
文
学
賞
、
第
28
回
文

学
奨
励
賞　

共
通
事
項

▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
彦
根

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
最
終
選
考
に
残
っ
た
作
品
は
、

受
賞
録
に
作
品
名
・
氏
名
な
ど

を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
「
舟
橋
聖
一
記
念
文
庫
」事
務
局

（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

 

尾
末
町

８-

１
）（
市
立
図
書
館
内
）
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０

３
０
０
番

※
郵
送
か
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一

顕
彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は
文
学

奨
励
賞
）
応
募
作
品
在
中
」
と
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞

　外国と日本、お互いの文化や習慣に違いがあるこ
とを知ることによって、それを認め合い、理解しあ
うことができるとお伝えしてきましたが、4 月に保
育園の入園のための説明会へ通訳として行ったと
きに、また一つ気づいたことがあります。
　それは、保育園の先生が、入園するブラジル人の
子どもの保護者に「日本語が全く分からない子ども
とどのようにコミュニケーションをとるか」という
話をしたときのことです。
　まず、先生が子どもに何かを伝えたい場合は、身
振りで伝えます。また、子どもに何かをしてもらい
たい場合には、先に日本の子どもにさせ、それを真
似て、体で覚えていってもらうということでした。
　ただ、子ども自身が何かを先生に伝えたい場合に、
どうすれば先生が理解できるかが問題でした。その
ときに、先生が「ポルトガル語の言葉で、これはど
うしても私たちが知っていたほうがよいと思われ
る言葉を教えてください」と、お母さんに聞きまし
た。
　お母さんが答えられたのは「Água( 水 )」と

「Banheiro（トイレ）」でした。ポルトガル語の発音
とその意味を知った先生は、ポルトガル語の横に日
本語で読み方と意味を書いて、職員全員が分かる所
に掲示することになりました。これで子どもは、水
を飲むこととトイレに行くときには困らないで済
むようになりました。
　違いがあるから一緒に生活できないのではなく、
違いがあっても工夫したり、一言足すことで解決で
きる問題がたくさんあるのだということに気付き
ました。
　これからもそういった発見があることを楽しみ
に毎日を過ごしたいと思います。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

　　「
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
ア
イ
デ

ア
」「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
・
レ
シ

ピ
」
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
の
減

量
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
高

め
、
い
っ
そ
う
の
ご
み
の
減
量

に
努
め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
各
家

庭
、
学
校
、
職
場
で
実
践
し
て

い
る
ご
み
の
減
量
の
取
り
組
み

や
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

優
秀
な
取
り
組
み
や
ア
イ
デ

ア
は
、
広
報
ひ
こ
ね
や
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
開
催
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
ご

み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
表
彰
す
る
ほ
か
、
賞
品

の
贈
呈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
継
続
し

て
取
り
組
み
や
す
い
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、

▼
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
ア
イ

デ
ア
編

　

生
ご
み
の
簡
単
な
水
切
り

方
法
や
い
ら
な
く
な
っ
た
衣

類
を
使
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
の

作
り
方
な
ど

▼
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
・
レ
シ
ピ
編

　

か
つ
お
ぶ
し
の
出
し
が
ら

を
使
っ
た
ふ
り
か
け
の
作
り

方
な
ど

※
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ　

食
材
を

無
駄
な
く
使
う
家
計
に
優
し

い
調
理
で
、
生
ご
み
の
減
量

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

申
込
期
間　

６
月
３
日
㈪
〜
８

月
30
日
㈮

申
込
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
具
体
的
な
ア
イ

デ
ア
⑤
ア
イ
デ
ア
の
効
果
や

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
調
理
方

法
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
、

生
活
環
境
課
、

支
所
、
各
出
張

所
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元

町
４-

２
）☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
６
回　

家
庭
、
学
校
、
職
場
で
…

　
　
　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠 3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜
　　　　　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※詳しくはお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 情報政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

貴社の広告
を掲載して
みませんか
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　「人権尊重都市」で
ある彦根市は「人権
が尊重されるまち彦
根をつくる条例」を
施行し、差別のない
明るく住みよいまち
づくりをすすめてい
ます。

　その一環として、人権についてみんなで考え、人
権意識を高めるために「人権市民のつどい」を開催
します。
　今年のテーマは「いのち」です。日常生活で「いの
ち」を身近なものとして感じていますか。講演や展
示を通して、「いのち」の尊さを一緒に考えてみませ
んか。
日時　６月9日㈰　13：30〜16：00（開場13：00）

場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）グランドホール
問い合わせ先 人権政策課☎30-6115、FAX24-

8577
※手話通訳、要約筆記、託児あり（託児の申し込みは、

６月3日㈪までに 人権政策課へ）

※ロビーで「はーとふるメッセージ 2012」入賞作
品パネル展、多文化共生コーナー、男女共同参画
コーナー、福祉の店を開設します。

第一部　開会式典
　▶彦根市男女共同参画推進事業者表彰

▶はーとふるメッセージ2012　作文部門入賞
作品発表

第二部　
▶講演　「『いのち』をつな

ぐということ〜被災地、
紛争地、在宅看取りの現
場から〜」

　　講師　國
くに

森
もり

　康
やす

弘
ひろ

さん

國森さん　プロフィール
　新聞記者を経て、イラク、ソマリア、スーダンなど
の紛争地や経済貧困地域を取材。日本国内では医療
現場や戦争体験者への聞き取りのほか、東日本大震
災の被災者の取材を行ってきた。
　2012年度けんぶち絵本の里大賞、2011年度上野彦
馬賞グランプリ、コニカミノルタ・フォトプレミオ
2010、ナショナルジオグラフィック国際写真コンテ
スト2009日本版優秀賞など受賞。

【展示部門】
日時　6月7日㈮〜同9日㈰　9：30 〜 17：00
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）メッセホール棟
展示団体　彦根山草会、彦根花道協会、悠

ゆう

弘
こう

流
りゅう

押し絵、
彦根美術工芸協会、深

み

雪
ゆき

アートフラワー、彦根文芸協
会、ひこね演劇鑑賞会、彦根きりえ研究会、押花の
会、一期一会の会、彦根洋画協会、みずえの会、彦
根書友会、彦根写真連盟

※彦根茶道協会呈
てい

茶
ちゃ

席（6月7日㈮〜同9日㈰　10：00 〜
16：00、有料）もあります。

【舞台部門】
日時　6月9日㈰　12：30 〜 16：30
場所　ひこね市文化プラザ　エコーホール
出演団体　全日本大正琴連盟彦根花みづ木会、都

みやこ

流
りゅう

彦
根九

ここ

重
のえ

会
かい

、彦根三
さん

曲
きょく

協会、詩
し

舞
ぶ

道
どう

錦
きん

城
じょう

流
りゅう

彦根支部、
筑
ちく

前
ぜん

琵
び

琶
わ

彦根旭
きょく

城
じょう

会
かい

、正
せい

派
は

若
わか

柳
やぎ

流
りゅう

湖
こ

粋
すい

会
かい

、彦根日
本舞踊グループ、詩

し

吟
ぎん

朗
ろう

詠
えい

錦
きん

城
じょう

会
かい

彦根支部、津軽芸
能楓

ふう

雅
が

FUGA、ウエンズダンスサークル、淡
お う み

海琴
きん

佑
ゆう

会
かい

　彦根文化連盟に加盟する文化団体が、一堂に会して活動を展示・発表しま
す。彦根ならではの文化・芸術をご鑑賞ください。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-7810、FAX21-3080

ひこね文化フェスタ 2013

入場無料
（呈茶は有料）

人権市民のつどい

お わ び と 訂 正
広報ひこね 5 月1 日号の 5 ページにある「子育てサークル・子育て支援グループ　団体一覧」内の「冒険遊
び場　彦根プレーパークの会」の電話番号が「090-6736-9045」とあるのは「090-6376-9045」の
誤りでした。おわびして訂正します。



19 2013・6・1 182013・6・1

　

　

歴
史
上
に
は
時

代
の
大
き
な
変
わ

り
目
と
な
る
年
が

あ
り
ま
す
が
、
戦

国
時
代
で
は
、
天

正
10
年
（
１
５
８

２
）
が
そ
の
一
つ

に
あ
た
り
ま
す
。

　

天
正
10
年
２
月
、

織
田
信
長
が
甲
斐

（
山
梨
県
）・
信
濃

（
長
野
県
）
に
攻
め

入
っ
て
武た

け

田だ

勝か
つ

頼よ
り

を
攻
撃
し
、
名
門

の
戦
国
大
名
で
あ

る
武
田
氏
が
滅
亡

し
ま
し
た
。
同
年

６
月
に
は
、
本
能

寺
の
変
で
信
長
が

討
た
れ
、
そ
の
後

継
者
争
い
の
中
で

羽
柴
秀
吉（
の
ち
の

豊
臣
秀
吉
）
が
天
下

人
を
目
指
し
は
じ

め
ま
し
た
。

　

武
田
氏
の
旧
領
は
、
信
長
嫡ち

ゃ
く

男な
ん

の
織
田

信の
ぶ

忠た
だ

が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、信
忠
は
本
能
寺
の
変
で
死
去
し
、後

継
者
争
い
を
し
て
い
る
織
田
家
臣
は
こ
こ

に
力
を
注
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
徳
川
家
康
は
い
ち
早
く
兵
を
進

め
て
こ
こ
を
掌

し
ょ
う

握あ
く

し
よ
う
と
し
ま
す
。
地

域
の
領
主
で
あ
る
武
田
旧
臣
に
対
し
、
徳

川
配
下
に
入
る
よ
う
交
渉
し
、
抵
抗
す
る

者
へ
は
軍
勢
を
差
し
向
け
ま
し
た
。
相
模

（
神
奈
川
県
）
小
田
原
城
の
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏う
じ

直な
お

も
こ

の
地
域
の
支
配
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
と
も
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
地
域
の
領
主
た
ち
を
徳
川

方
に
帰
属
さ
せ
る
交
渉
を
し
た
中
心
的
な

一
人
が
井
伊
直
政
で
し
た
。
家
康
は
、
こ

の
時
徳
川
方
と
な
っ
た
武
田
旧
臣
の
一
部

を
ま
と
め
て
直
政
配
下
と
し
、
直
政
を
侍

さ
む
ら
い

大だ
い

将し
ょ
うに
取
り
立
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
家

康
家
臣
の
木き

俣ま
た

守も
り

勝か
つ

・
西さ

い

郷ご
う

正ま
さ

友と
も

・
椋む

く

原は
ら

政ま
さ

直な
お

を
家
老
と
し
て
付
け
ま
し
た
。

　

家
康
は
、
天
正
10
年
末
に
は
甲
斐
に
勢

力
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
信
濃
は
い
ま
だ

諸
勢
力
が
入
り
乱
れ
て
い
ま
し
た
。
信
濃

は
、
土
地
が
広
大
で
、
山
や
川
に
よ
り
多

く
の
地
域
に
分
か
れ
て
お
り
、
地
域
の
有

力
者
が
分
立
し
て
い
る
と
い
う
特
性
が
あ

り
、
ま
た
、
長
年
、
武
田
氏
と
上
杉
氏
が

争
っ
て
き
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
家
康
は
、
天
正
11
年
早
々
に
信

濃
に
兵
を
出
し
ま
す
。
信
濃
の
中
で
も
三

河
（
愛
知
県
）・
遠
江
（
静
岡
県
）
と
接
す
る

南
部
は
比
較
的
徳
川
の
勢
力
が
浸
透
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
北
へ
勢
力
を
拡

大
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、高た

か

遠と
お

口ぐ
ち

へ
兵
を
出
す
よ
う
、
直
政
に
命
じ
て

い
ま
す
（
写
真
）。

　

高
遠
は
、
三
河
・
遠
江
か
ら
諏す

訪わ

地
域

へ
向
か
う
際
の
要
所
で
す
。
家
康
は
自
筆

書
状
で
、
家
老
と
し
て
付
け
た
木
俣
守
勝

に
兵
を
率
い
て
出
陣
さ
せ
る
よ
う
に
と
指

示
し
て
い
ま
す
。
家
康
は
、
木
俣
が
兵
士

た
ち
を
ま
と
め
る
隊
長
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

木
俣
は
、
家
康
が
城
主
で
あ
っ
た
三
河

岡
崎
の
出
身
で
、
少
年
時
代
に
は
家
康
の

小
姓
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
人
物
で
す
。

そ
の
後
、事
情
が
あ
っ
て
岡
崎
を
離
れ
、他

の
武
将
の
も
と
で
合
戦
に
臨
み
、
武
功
を

挙
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
川
家
に

戻
っ
た
木
俣
を
、
家
康
は
直
政
付
き
と
し

た
の
で
す
。

　

家
康
は
、
経
験
豊
富
な
木
俣
が
個
性
の

強
い
武
田
旧
臣
ら
を
統
率
で
き
る
こ
と
を

見
抜
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。そ
の
後
、新

参
者
ば
か
り
の
家
臣
団
が
「
井
伊
の
赤あ

か

備ぞ
な

え
」
と
称
さ
れ
る
勇
猛
な
軍
団
へ
と
成
長

し
ま
す
。

　

高
遠
口
へ
の
出
兵
は
、
家
康
に
よ
っ
て

創
出
さ
れ
た
井
伊
隊
の
初
陣
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
に
出
さ
れ
た
家
康
書
状
は
、
直
政
を

大
将
と
し
、
木
俣
が
兵
士
を
統
率
す
る
と

い
う
井
伊
隊
の
体
制
を
象
徴
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。

　

井
伊
家
に
と
っ
て
も
、
天
正
10
年
は
画

期
と
な
っ
た
年
で
し
た
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

野
田
浩
子
）

　
 

井
伊
直
政
隊
の
成
立
と
徳
川
家
康
の
構
想

　

写
真
の
資
料
は
、
企
画
展
「
新
収

蔵
記
念　

彦
根
藩
筆
頭
家
老
・
木
俣

清
左
衛
門
家
資
料
」
で
６
月
７
日
㈮

か
ら
７
月
９
日
㈫
ま
で
展
示
し
ま

す
（
期
間
中
無
休
）。

▲徳川家康自筆書状　井伊直政宛
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決められた接種間隔で
予防接種を受けるようにしましょう
　予防接種には、予防接種法に基づいて行われる「定
期接種」と、予防接種法に基づかない「任意接種」の
２つがあります。
　定期接種の場合、対象となる予防接種の種類や接種
年齢、接種間隔が決まっています。
　下表の予防接種で、決められた接種間隔をはずれて
しまうと、定期接種ではなく、任意接種として扱われ
ます。（発熱などの体調不良のため、接種間隔を超えたと医師
が認めた場合は、定期接種となります）

　任意接種で接種する場合は、「同意書」の提出により、
当面の間は公費負担を行いますが、万一健康被害が起
こった場合の救済内容、救済額が定期接種ほど手厚く
救済されません。ご注意ください。

任意接種から定期接種にかわったものもあります
　Hib 感染症、小児の肺炎球菌感染症、ヒトパピロー
マウイルス（HPV）感染症の予防接種は、４月１日か
ら定期接種に変わりました。
　このうち、Hib 感染症とヒトパ
ピローマウイルス感染症は、決め
られた接種間隔をはずれると、同
意書が必要となります（HPV は 2
価ワクチンを使用する場合に限ります）。
　詳しくは、広報ひこね 4 月 1 日
号や彦根市ホームページをご覧く
ださい。
　接種の履歴が分からない場合は、

健康推進課にお問い合わせくだ
さい。

 らくらく禁煙相談

日時　7月10日㈬
9：00 〜、10：00 〜、
11：00 〜

場所　福祉保健センター１階
定員　3 人（各時間 1 人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶肺の汚れ度チェック
　　（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）

　▶たばこの依存度チェック
　　（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方について
　のアドバイス

　　　

　骨粗しょう症とは、カルシウムなどの骨量が減って、
骨折しやすくなった状態です。原因には、カルシウム
不足、妊娠・出産や閉経後の女性ホルモンの減少など
があり、運動不足やダイエットでも起こりやすくなり
ます。
　彦根市では、30 〜 70 歳（生年月日は「対象」をご覧
ください）の節目の年齢の女性に検診を実施しています。
骨粗しょう予防のため、この機会に検診を受けましょ
う。

実施日時

場所　福祉保健センター１階
内容　骨密度測定（腕のレントゲン検査）と検診結果の説

明、骨粗しょう症予防の栄養指導
対象　市内に住民登録のある女性で、次のいずれかに

生まれた人
　30 歳（昭和58年4月１日〜同59年3月31日）

   35 歳（昭和53年4月１日〜同54年3月31日）

　40 歳（昭和48年4月１日〜同49年3月31日）

　45 歳（昭和43年4月１日〜同44年3月31日）

　50 歳（昭和38年4月１日〜同39年3月31日）

　55 歳（昭和33年4月１日〜同34年3月31日）

　60 歳（昭和28年4月１日〜同29年3月31日）

　65 歳（昭和23年4月１日〜同24年3月31日）

　70 歳（昭和18年4月１日〜同19年3月31日）

定員　各受付時間につき 14 人（予約制・先着順）

費用　600 円
申込受付開始日　6月3日㈪
申込・問い合わせ先　電話か FAX で、 健康推進課に

申し込んでください。
※ FAX の場合は、①「骨粗しょう症検診希望」②検

診希望日時③氏名④住所⑤生年月日⑥電話番号を書
いてください。

注意事項
①妊娠中や妊娠の可能性のある人は受診を控えてくだ

さい。
②次の人は無料です。
　▶検診当日、70 歳の人

▶一定の障害のある 65 〜 69 歳の人で、後期高齢
者医療に加入している人　→　検診当日、後期高
齢者医療被保険者証をお持ちください。

▶生活保護法による被保護世帯の人　→　生活保護
受給証明書が必要です。印鑑を持って、 社会福
祉課（福祉保健センター 2 階）で申請
をしてください。

▶市県民税非課税世帯の人　→　自
己負担金免除票が必要です。検診
の 1 週間前までに印鑑を持って、

健康推進課（福祉保健センター 1
階）か 保険年金課で申請をしてく
ださい。

骨粗しょう症予防教室　

♪　美
び

骨
こつ

レッスン　♪
　
　骨粗しょう症の予防には、毎日の食事、運動など生
活習慣が大切です。この機会に参加してみませんか。

日時　7月18日㈭　9：30 〜 12：00
　（受付 9：20 〜 9：30）

場所　福祉保健センター別館 2 階
内容　美骨ストレッチ＆カルシウムアップ食べ合わせ術の話
定員　50 人（先着順）　
費用　無料
　※運動ができる服装でお越しください（上靴は不要）。
申込期限　7 月 11 日㈭
申込・問い合わせ先　電話か FAX で、 健康推進課に申し込んでく

ださい。　※ FAX の場合は、①「美骨レッスン希望」②氏名③住
所④生年月日⑤電話番号を書いてください。



23 2013・6・1 222013・6・1

八は
っ

田た

爽そ
う

生き

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

松ま
つ

井い

太た
い

聖せ
い

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

谷た
に

生お

悠ゆ
う

斗と

ち
ゃ
ん

（
城
町
二
丁
目
）

風しんが流行しています　
　風しんは、子どもの病気と思われがちですが、昨年
から今年にかけて、全国的に成人の風しんが流行して
います。滋賀県でも成人、特に男性の風しん患者が増
えており、そのほとんどは、予防接種をしていないか、
不明という状況です。

　風しんは、「風しんウイルス」に感染しておこる病気
で、発しん（皮ふのポツポツ）、リンパ節のはれ（特に耳や
首の後ろ）、発熱が特徴です。軽くすむことも多いです
が、ときに重症化することもあり、大人では長引く場
合もあります。
　また、妊婦が妊娠早期にかかると、「先天性風しん症
候群」という病気により、赤ちゃんに重大な影響が出
ることがあります。

、

　
　風しんを予防するには、ワクチンの接種が不可欠で
す。特に、昭和54年4月2日～平成７年4月1日に生ま
れた男女は接種率が低く、昭和54年4月1日以前に生

まれた男性は、子どもの頃に定期接種の機会がありま
せんでした。

次の人は風しんの予防接種を受けましょう
▶ 妊娠前の女性（妊娠していないことを確認したうえで接種

をし、接種後２か月は避妊が必要です。妊娠中は接種を受け

られません）

▶ 風しんの予防接種を受けたことがない、または 1 回
だけ受けたことがある人（風しんの予防接種は 2 回受け
ることで免疫がより強くなります）

▶ 妊婦の夫、子ども、およびその他の同居家族

　※次の人は除きます
　　●明らかに風しんにかかったことがある
　　●過去に２回、風しんの予防接種を受けた
　　●風しんの抗体がついている
　　●妊娠している

　風しんの予防接種、抗体検査は、医療機関で受けら
れます（有料）。詳しくは医療機関にお問い合わせくだ
さい。
　風しんの抗体値が
低い人は、麻しんの
抗体値も低い傾向に
あるため、麻しん・
風しん混合ワクチン
の接種を受けること
をお勧めします。

先天性風しん症候群
　妊婦、特に妊娠初期の女性が風しんにかかると、
赤ちゃんにも感染し、耳が聞こえにくい、目が見
えにくい、心臓に病気がある、発達がゆっくりし
ているなどの症状が出ることがあります。
　未来の赤ちゃんのために、風しんの予防が大切
です。

　乳がん・子宮頸
けい

がん検診は２年に１回の検診です。集団検診を含めて、平
成24年4月1日以降に彦根市の乳がん・子宮頸がん検診を受けた人は今年
度、受診できません。※がん検診無料クーポン券対象者は受診できます。

乳がん検診
対象　市内に住民登録を有する 40 歳以上の人（平成26年3月31日現在）

受付期限　平成26年3月10日㈪
検診料・検診項目
◆ 40 ～ 49 歳　2,000 円 問診、視触診、マンモグラフィ（2 方向）

◆ 50 歳以上　　1,500 円 問診、視触診、マンモグラフィ（1 方向）

受診方法　検診料を持って、 健康推進課、 市民課、支所、各出張所の
窓口で事前に申し込んでください。受診券をお渡しします。医療機関に
予約後、受診券を持って受診してください。

子宮頸がん検診
対象　市内に住民登録を有する 20 歳以上の人（平成26年3月31日現在）

受付期限　平成26年3月31日㈪
検診料　1,600 円
受診方法　検診料を持って、直接医療機関で受診してください。

※子宮頸がん検診は、上の表以外にも滋賀県内の産婦人科医療機関で受
診できます。希望する場合は、 健康推進課にお問い合わせください。
　

次の人は、
彦根市の検診は受診できません
乳がん・子宮頸がん　
　妊娠中の人、妊娠の疑いの

ある人
乳がん　
　ペースメーカーを入れてい

る人、豊胸手術、形成手術、
水
すい

頭
とう

症
しょう

手術をした人、授乳
中の人

子宮頸がん　
　生理中の人、子宮を全摘出

した人
※しこりや痛み、出血などの自

覚症状のある人、乳房や婦人
科の病気で治療中、経過観察
中の人などは、直接医療機関
にご相談ください。

次の人は、
検診料が無料となります

①検診当日、70 歳以上の人
②一定の障害のある 65 〜

69 歳の後期高齢者医療の
被保険者

③生活保護による被保護世帯
の人

④市県民税非課税世帯の人　
（検診当日に自己負担金免除票
が必要です。自己負担金免除票
をお持ちでない人は、検診の 1
週間前までに印鑑をお持ちのう
え、 健康推進課の窓口で申請
してください。申請用紙は彦根
市ホームページからダウンロー
ドできます）

※受診後に、検診料の減免は
できません。
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２
０
１
３

ひ
こ
ね
お
城
大
使

小
山
さ
ん　

多
く
の
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
、

彦
根
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。

山
㟢
さ
ん　

彦
根
の
い
い
と
こ
ろ

を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
な

が
ら
、
新
し
い
魅
力
を
見
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　

２
人
に
は
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
、

彦
根
を
代
表
し
て
、
他
市
と
の
交
流

事
業
や
各
種
行
催
事
、
ま
た
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
活
躍
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

表
紙
の
写
真

　　

ご
み
が
関
係
す
る
火
災
（
ご
み

火
災
）
の
原
因
と
思
わ
れ
る
ス
プ

レ
ー
缶
と
ラ
イ
タ
ー
、
火
災
に
駆

け
つ
け
る
消
防
車
で
す
。

ご
み
火
災
は
、

消
防
管
内
で

毎
年
発
生
し
て
お
り
、
被
害
は
ご

み
収
集
車
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー

に
起
因
す
る
ご
み
火
災
は
、
引
火

や
爆
発
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る
」

「
屋
外
で
焼
却
を
行
わ
な
い
」な
ど

を
一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
て
、
ご

み
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ご
み
火
災
を
防
ぐ

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

人口と世帯数
　　　　　　平成25年5 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,639 人（＋ 165）
　55,636 人（＋ 116）

57,003 人（＋   49）
44,804 世帯（＋ 220）

　4月26日、鳥居
本中学校（鳥居本
町）の 1・2 年生
45 人が、男

お お り

鬼町
の森林で、植樹、間伐、枝払い、皮むきなどの作業をしました。
　この森林での体験学習は、地域の自然に親しむことにより、「ふ
るさと鳥居本」を愛する心を育てることなどをねらいとして、毎
年行われています。
　1 年生は約 100 本の杉の苗木を植樹し、２年生はのこぎりを
使って高さ約 14 ｍの木を１時間近くかけて切り倒しました。

　

５
月
７
日
、
高
宮
小
学
校(

高
宮

町)

の
５
年
生
79
人
が
、
小
学
校
近

く
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

児
童
は
、
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
る

と
、「
足
が
田
か
ら
抜
け
な
い
」「
ぬ

る
ぬ
る
す
る
」
な
ど
声
を
あ
げ
な
が

ら
、
横
一
列
に
な
っ
て
苗
を
植
え
て

い
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
田
植
え
を
し
た
児
童
は

「
秋
に
と
れ
る
お
米
で
お
に
ぎ
り
を

作
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

ふるさとを愛する心を育む
鳥居本中の林業体験

小
こ

山
やま

　藤
ふじ

香
か

さん
（中山町）

山
やま

㟢
ざき

　菜
な

々
な

子
こ

さん
（開出今町）

「
お
に
ぎ
り
作
り
が
楽
し
み
」

高
宮
小
の
田
植
え
体
験

決
定
！


